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令和２年まちづくり懇談会 顛末書 
 

開催日時 令和 2年 2月 5日（水）18:00 ～ 20:13 

会  場 延出基幹集落センター 

自治会名 延出地区（豊岡、上富澤、下富澤、蓬栄福畑）連合自治会 

出 席 者 【町側】 

大野町長、本庄副町長、髙野教育長、坂総務部長、岩渕総務部参事監、 

米田住民福祉部長、渡辺健康生活部長、藤沢健康生活部参事監、酒井建設部長、 

木村農林水産部長、木村地域振興部長、上田教育部長、秋山地域振興課長、 

池田地域振興課主幹 14人 

【自治会側】 

33人（男性 23人、女性 10人）のほか町議会議員 4人 

 
≪顛末内容≫ 

主   な   内   容 

開  会 秋山地域振興課長 18:00～ 

自治会長挨拶 下富澤連合自治会長 
 皆さん、こんばんは。 
 今日は、大変お疲れのところ大野町長様をはじめ、職員の皆さんにおいでいた

だきまして、まちづくり懇談会を開催できることをうれしく思います。 
 昨年、この会場で敬老会を開催させていただきました。本庄副町長様においで

いただきましてお祝いの言葉をいただきました。ありがとうございます。 
 また、12 月には、歳末警戒で町長さんをはじめ、静内警察署長さんからも労い

の言葉をいただきまして本当にありがとうございました。 
 私たち自治会といたしましても、明るいまちづくりに今後も頑張っていきたい

と思いますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
 さて、私たちの住む地区は、1月に各連合自治会の総会を開催します。その中で、

病院の今後について、介護施設の関係について、町の説明をいただきたいという

ことで今回のまちづくり懇談会に提案させていただきましたので、その件につき

ましても、ご説明のほどよろしくお願いしたいと思います。 
 簡単ではございますが、今日はよろしくお願いいたします。 

町長挨拶 大野町長  

 お晩でございます。 

 これまで静内地区７か所でまちづくり懇談会を開催しまして、昨日、歌笛地区

で初めて三石地区に入ってきましたけれども、こんなに大勢の皆さんにお集まり

いただいたのは、この会場が初めてでございます。誠にありがとうございます。

お集まりいただいたのは、先ほど会長さんのご挨拶でもありましたが、介護、病

院の事業について、皆さまが聞きたいということでございますので、私どもから、

介護、病院関係も含めまして、４点の事項についてご説明させていただいた後、

個別に質疑をお受けしていきたいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 
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職員紹介 秋山地域振興課長 

資料説明 坂総務部長 

1.使用料・手数料の改定について 

藤沢健康生活部参事監 

2.介護サービス事業及び病院事業の経営改善に向けて 

渡辺健康生活部長 

3.出前講座のご案内 

酒井建設部長 

 4.三石西端から三石美野和間の町道 4 路線の道道昇格に向けた取り組み状況に 

ついて 

懇談希望テーマ 

及び質疑、意見

交換 

自治会員Ａ 
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①新ひだか町介護サービス事業及び病院事業の経営改善の今後について 

 

 

 質問したいことがたくさんあるが３つ質問します。 

 １つ目は、普段友人たちと町政などについて話す機会があるが、静内地区の友

人でさえ、現在の町政について何をしたいのか疑問だという暗い話しか聞こえて

こない。詳細については控えさせてもらいますが、町民が安心安全な生活ができ

ることは基本だと思いますが、これについて政策、考え方などお聞きしたい。 

 

 私が町長になってから 2 年間で感じたことは、どこの町村でもそうですが、人

口が減少していることです。当町は 150 億円の近くの予算を動かしていますがぎ

ちぎちの状態です。まずは財政状況を良くしなければ何もできない状況です。町

民の皆さんにも迷惑がかかるかもしれません。 

 当町は中核都市ということもあり、人口減少も緩やかで将来も残り続けるだろ

うと予測しています。現在の介護サービス会計、病院会計、下水道会計を改革し

て行けば、少しでも使えるお金が出てくるだろうと思っています。皆さんから税

金を納めていただいておりますが、これをなるべく使わないようにし、国、道か

らの補助金などを使って事業を回しているのが現状です。例えば、アイヌ関係施

設を真歌地区で進めていますが、国のお金が 9 割の状況です。これが 5 割の補助

しかなければ町としては全然手が出せない状況です。繰り返しになれますが、ま

ずは財政基盤を作り、人口減少に応じた行政規模も検討していくことが第一と考

えています。 

 

 先ほど、使用料などの説明があり、町広報でも掲載されていますが、どれもこ

れも値上げされている。パークゴルフ協会の会長をしていた時期もあり、パーク

ゴルフが始まった当時の町長は、老人の健康促進のためパークゴルフ場の使用料

を無料にしていた。どんどん値上げしたことにより、私が会長だった当時は 100

人ほどいた会員が、最近行われた総会時には 54人となっている。値上げが原因で

会員数が減少しているので考えていただきたい。 

 次に、病院の問題についてお聞きしたい。病院経営が赤字で三石国保病院の病

棟を廃止すると聞いている。私が思うに、その原因は人件費が主なものだと思う。

また、町村の中に黒字経営している病院もあると思う。そういう病院に職員を派
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遣して赤字を出さずに運営しているのか調査、研究をして欲しいと思う。三石地

区には三石国保病院しか病院がない。静内地区は数か所の病院がある。病院規模

からいっても静内地区の病院を改革しないと赤字は改善されないと思う。 

 

 公的病院において黒字経営で運営している病院はございません。一般会計から

病院会計にお金を繰り入れて黒字にしているところはあると思います。民間病院

を見習って黒字経営になるよう努力したいと思っています。 

 

 ＪＲの問題について、私の家の付近にも簡易停留所がある。現在は、代行バス

が各簡易停留所に寄り補っています。しかし、これが簡易停留所に寄らなくなっ

た時のことを考えてほしい。国道の停留所まで行かなければならなくなる。これ

は大変なことだ。もし、このようなことになった時には絶対に反対していただき

たい。 

 

 昨年、ＪＲ日高線をバスに変換するということをＪＲと正式に話し合いするこ

とになりました。地域の要望としてＪＲの通っていないえりも町からも、苫小牧

市、札幌市へ接続できるような路線も欲しいとの意見があり、中距離路線、短距

離路線、通学時間などにも配慮してこれからもっと話し合いを進めていく方向で

す。 

 

 病院について、全然納得できない。急に赤字になったわけではない。今まで何

をやってきたのか。今までできなかった人たちに何ができるのか。あなたたちも

専門家でないのだから改善できるわけがない。それと静内地区には数か所の民間

病院がある。赤字を出してまで競合しなければならない理由はあるのか。 

 

 ご指摘のとおり、過去から赤字は続いておりました。一般会計からの繰り入れ

で補填していたのは事実です。もっと早い段階から手を付けていれば今日のよう

な状況にならなかったという点についても反省しています。平成 28年に地方公営

企業アドバイザーという専門家からアドバイスをいただいたことがありました。

これについて進めていかなければならなかったと思っています。その中でも指摘

されているのが、現在進めている方向で実施してくださいということです。専門

性については、普通の病院には医事課という課があるそうですが、この課が病院

の経営、形態などを担っていきますが、専門の職員がいなかったのでこれについ

ては今後設置する方向で改革を考えています。 

 

 効率化を図るのは当然のことだと思うが、まず、静内地区と三石地区に病院が

あるのに、なぜ三石国保病院が削減されるのか。 

 

 両地区の町立病院は赤字で、三石国保病院の入院病棟は 20人程度です。町立静

内病院が 30数人程度です。合算しても 60人に満たない状況です。現状では 24時

間医療スタッフが対応して運営しています。これにかかる施設の運営経費、各種

委託業務などかなりの経費がかかっています。60 数人の入院患者数であれば、病
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棟を一本化すれば、医師をはじめ医療スタッフの人数を少なくして運営できます。 

 三石国保病院の建設は昭和 51年で、40年以上経過しており、施設も老朽化して

います。病棟を一本化すると考えた場合、併設されている静内地区の老健まきば

を改修すれば少額の経費で実施することができます。 

 また、外来の患者数を見ても圧倒的に町立静内病院の方が多い状況です。外来

患者数は三石国保病院が 60人程度、町立静内病院が 180人程度です。日高徳州会

病院が 170人程度と聞いています。 

 また、救急医療を考えた場合、当町の病院は一次医療です。回復手術が必要と

なった場合、苫小牧市、札幌市まで搬送しなければなりません。町立静内病院は

救急告示病院なので、三石国保病院と比較した場合、急患者数も圧倒的に多い状

況です。この状況で三石国保病院に一本化した場合、三石国保病院から札幌市な

どに搬送する状況を考えたとき、時間ロスが発生します。このような状況から町

立静内病院としております。 

 

 救急隊の話によると、病院を決めるのは、救急隊又は本人の意思と聞いている。

静内地区になぜ受け入れ病院がないといけないのか。日高徳州会病院とは話をし

ているのか。 

 

 日高徳州会病院とは昨年 3 度協議をさせていただいています。ご質問に患者さ

んが病院を決めるとありましたが、町立静内病院又は日高徳州会病院を選択する

ことはできるようです。ドクターヘリの要請については医師、救急隊などの判断

となり、個人では要請できません。 

 

 今までの考えは赤字を削減するためにやっている。この改革をしていくら赤字

が減るのか。 

 

 単純計算した場合、各病院の病棟運営でそれぞれ 3 億円程度の経費がかかって

います。これを一本化すれば 3億円程度減らせると考えています。 

 

いい加減なことをやっているから駄目なのじゃないか。 

 

 繰り返しになりますが、病棟運営で 3 億円の経費がかかるというのが事実でご

ざいます。 

 

 病棟が無くなることでどのような不安を抱えているのかということを議論して

いただきたい。また、専門家からは撤退の方向と言われていますが、そのような

ことにはならないと考えています。三石国保病院を守っていく方向で相談させて

いただいていることをご理解いただきたい。 

 現在の 150 億円の予算は使い道が決まっており、これを削らないと他のことが

できない状況です。また、三石国保病院の建替計画も同時に進めていかなければ

なりません。薬局の立地問題もあります。これも進めていますが、こうやって欲

しいなど意見をいただければ、もっと議論、協議して進めていきます。 
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 金がないというだけでなく、町税を増やすことを考えてみてはどうか。 

 

 今日の懇談会にこれだけ多くの人が参加したのは病院問題に興味があるからで

ある。入院病棟が無くなれば、静内地区の病院又は浦河町の病院に行くことにな

ると思うが距離的な問題もある。市街地から静内地区の病院まで往復 40キロメー

トル近くある。川上地区からだと往復 70キロメートル近くあるため、かなりの負

担になる。交通が不便な地域だからこそ十分に議論して欲しい。 

 

 経費の問題が先走っているのではないかと感じる。10 年前に財政健全化法があ

り、マネジメントしてきたと思う。現時点で将来に向けてどのように考えている

のか伺いたい。 

 また、介護サービスや病院について、これから団塊の世代が増えてきた際の対

応はどうなるのか。町立病院は一般的に一般会計から特別会計に資金を繰り入れ

て運営している。一般会計自体のマネジメントが重要だと思う。この行政改革を

進めていく前にどのような議論がされたのか伺いたい。 

 

 連合自治会からの懇談テーマでもある合併した町村、しなかった町村について

の検証を含めて、坂総務部長からご回答させていただきたいと思います。 

 

②合併した町村、しなかった町村の検証について 

 合併した町村としなかった町村について、経緯などを含めてご回答させていた

だきたいと思います。大変難しい問題ですが、合併した町村、しなかった町村に

ついては、その後の運営、事業内容などに違いがあるので、一概に回答するのは

難しいことはご理解ください。 

 まず、合併について簡単に整理しますと、平成 14、15年くらいに、国では三位

一体改革が進められ、税源委譲、国庫負担金について一般財源化されたのですが、

一方で地方交付税交付金などが削減され、この影響を受け財政運営は大変厳しい

ものとなりました。その時期に新たな合併特例法が制定され、平成 18 年 3 月 31

日に旧静内町と旧三石町が合併して新ひだか町となりました。合併後の町財政の

判断材料として財政状況というものがあります。合併直後においては、三位一体

改革の影響を大きく受け、財政状況も厳しいものとなりました。途中で地方交付

税も少し戻り、行政改革などの影響もあり、若干持ち直しましたが、生産人口年

齢の減少などにより、町税収入、地方交付税、合併特例の算定が合併後 10年から

減額になるなど収入は減少してきております。 

 歳出については、扶助費が増加しております。下水道会計、介護サービス、病

院事業会計などに対する繰出金も増加しており、依然として厳しい状況です。町

税については、合併 5年前の旧静内町と旧三石町の合わせた金額が 31億 1,000万

円でした。これが合併直前の平成 17 年度、平成 18 年 3 月 31 日の策定時には 29

億 1,000万円と約 2億円の減となっています。 

 また、直近の平成 29年に至っては、27億 6,000万円で、合併前の平成 13年と

比較すると約 3 億 5,000 万円の減少となっています。合併後に税収が一番あった
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平成 19年度と比較すると、3億円程度の減少となっています。 

 また、収入の中で大きな割合を占めているのが地方交付税です。先ほどもお話

した三位一体改革前は、旧静内町と旧三石町を合わせると 66億 5,000万円ありま

したが、合併直前の三位一体改革を受けた平成 17 年度では約 57 億 5,000 万円と

約 9億円程度減っています。これが合併後、若干持ち直しまして、平成 24年度に

は、合併算定替えという制度があり、これを受けることが出来たため約 69億 3,000

万円と合併直前と比較すると、11 億円程度増えましたが、人口減や合併特例が段

階的に減少となっていることから、平成 29 年度では約 61 億 9,000 万円と合併後

一番多かった平成 24年度と比較し、7億 5,000万円程度の減少になっています。 

 歳出については、合併直前の平成 17年度の旧静内町と旧三石町の人件費は、約

28億 1,000万円でした。平成 29年度では 22億 8,000万円と、5億 3,000万円程

度減少しています。 

 また、一方で、公債費にかかる返済金は、合併直前の平成 17年度の旧両町の合

計で 31億 4,000万円、これが直近の平成 29年度では 21億 6,000万円と 10億円

程度減っています。人件費、公債費については減少してきていますが、扶助費に

ついては平成 13年度旧両町合わせて、6億 9,000万円でした。平成 17年度では旧

両町の合計で 10億円となり、平成 29 年度には約 22 億 5,000 万円と、平成 17 年

度と比較して 12億 5,000万円増となっています。先ほどお話しがあったように、

収入を増やすことにも努力していかなければなりませんが、地方交付税の算定に

ついても人口割合をベースとしていることから、従来通りの事業を継続して実施

するとやりくりが付かなくなる状況です。 

 合併したメリットとしては、合併特例債という有利な起債について 69億円程度

割り当てを受けています。また、合併算定替えという交付税が 10 年間で 63 億円

程度恩恵を受けています。合併していなければかなり厳しいものだったと分析し

ています。また、近隣町村の新冠町と比較すると、新冠町の平成 17年度、新ひだ

か町でいう合併１年前の一般会計の歳出の決算規模は 73億 2,000万円でしたが、

平成 29年度歳出合計は 56億 1,000万円と 17億円程度予算を圧縮してきている状

況です。人口比から考えても相当な圧縮をしてきています。 

 

 数字の話をされると耳が痛い。財政状況については理解できたが、ここまで来

る間はどうであったか。行政改革は町民の負担になる。お金が足りないから行政

改革になると思うが、その前に財政改革がある。町民に負担を強いる前に自分た

ちも何か負担したのか。 

 

 人件費の削減の手法として、人口が減少するということは人員もスリム化して

いかなければなりませんが、少ない職員の中でいかに効率的に事務を進めていく

かということは理事者も考えています。今後についても検討していく考えです。 

 

 一つお願いがあります。大きな事業を行うときは、基金を少しずつ積立ててい

くようにしてもらいたい。 

 

 事業については、有利な材料を使い進めたいと考えています。 
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自治会員Ｂ 

 

 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

 

本庄副町長 

 

 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

自治会長 

 

 

大野町長 

 基金については、財政調整基金という貯金のようなものがありますが、ここ数

年かなり少なくなってきているので、新財政計画の 5 年間の中で対策を実施して

いる状況です。 

 

 病床についてご質問がありましたが、町立静内病院と三石国保病院を合わせて

100床のベッド数があります。一度減らせば増やすことは難しいと思います。 

 

 民間委託などについても記載されているが、民間委託にした場合はどの程度経

費削減が見込めるのか。 

 

 介護サービス事業で赤字が 4 億 8,000 万円です。指定管理という民間委託で進

めるという方針を出させてもらいました。利用者については、サービス向上も見

込まれ、現在の職員は今後検討課題となります。さまざまなご意見をいただいた

中で検討していきたいと思っています。 

 

 簡単に民間委託というが、民間企業も人材不足が深刻な問題となっているが見

込みはあるのか。例えば、バス転換するという話があるが、どこのバス会社がや

るのか。人材不足で難しいと思う。ＪＲでも年間 40人程度採用されますが退職者

が 150 人くらいいる。先の見通しが立たないことをやっても仕方がないのではな

いか。 

 

 病院は税金を使ってでも運営を続けてほしいというのは分かりますが、一番ネ

ックになるのは、病院運営に携わる人たちが不足したときに大変になります。ま

たいろいろな会計で赤字が出ており、一般会計で補填するのには限界があります。

何度も言いますがどこを我慢できるかを検討したい。 

 

 三石国保病院の病床を辞めると 3 億円程度削減できると言っていたが、三石国

保病院の患者は浦河赤十字病院に行くと思う。そこまで考えて私は意見を言って

いる。 

 

 昨日の歌笛地区の懇談会でも意見がありました。患者が減ったのはコミュニテ

ィバスで浦河町に行けるようにしたためだという意見がありました。本来、行政

区域内でしかバスは動かさないのですが、鳧舞地区の生活圏が浦河町にあるので

行政区域内にこだわらず運行していますが、患者が流れたと言われても困ります。 

 

 現在の三石国保病院と浦河赤十字病院を比べたら、三石国保病院に行く人はい

ないと思う。もっと高度な医療を提供しないと来ないと思う。 

 

 この場は、本当に町民の意見を聞く場なのか。意見を聞いて改革するつもりは

あるのか。提案を推し進めるつもりか。 

 

 提案については、この方向性で行かなければならないと思っています。この方
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自治会員Ｂ 

 

 

 

 

大野町長 

 

 

自治会員Ｂ 

 

 

向性については否定しません。皆さんの意見の中で、これは良いと思うものがあ

れば取り入れていきます。病院は無くしてはいけないものだと思っています。医

療費削減のため 2025年までには病床を全国的に再編することになっています。 

 

 行政改革するにあたって、三石地区の人にメリットが感じられないが、メリッ

トはあるのか。町民に負担すれと言うなら、職員は何か負担しているのか。町長、

議員の給料は上がったと聞いている。 

 

 人件費の削減の仕方にもいろいろな方法があります。平成 19 年度から平成 21

年度は財政状況が厳しく、役職別に職員の給与削減も行いました。3 年間で 4 億

5,000万円程度職員の給与を削りました。あまり削りすぎると職員のモチベーショ

ンが下がるため、現在の仕事量について調査しています。4月からは臨時、嘱託職

員が 40人程度削減になります。このように人件費の削減を進めています。特別職

の給与は役場で一方的に決めていることではないことをご理解いただきたい。 

 

 身を切った改革をしてほしいと言っている。国の基準がどうであろうと自分た

ちは辞退しますという姿勢を見せてほしい。 

 また、三石庁舎から農政課の撤退、火葬場の廃止、和牛センターの廃止という

話が飛び交っているが、なぜ三石地区ばかり手を付けるのか。 

 

 三石地区ばかりという考えは理解できませんが、歌笛地区のまち墾でもある方

が言っていましたが、合併時のしこりがあるというお話をされていました。合併

後のいろいろな思いがあるのはわかりますし、三石地区だからこの予算を付ける

とか、付けないとかということはありません。必要なものについては予算を付け

ます。先ほど和牛センターの話が出ましたが、かなりの赤字を出しています。こ

こ数年間は肉牛の価格も良かったので、赤字経営にはなっていないと思います。

和牛センターも農家の人と同じことをやっているはずなのになぜ赤字になるの

か。工夫が必要なのではないのかという話はしています。現時点で和牛センター

を廃止するという話はしていません。火葬場については使用できる限り使用して

いきたいと考えています。 

 

 和牛センターが黒字にならないのは、そういう方向で運営しないからだ。牛の

頭数が少ないため貸し付け制度があったが、現在は十分に牛が行き渡っている。

この制度の役割は既に終わっている。貸し付けた牛のうち、雄牛が生まれたもの

については返すが、返す牛の性質はたかが知れている。 

 

 おっしゃるとおりです。和牛センターは市場で子牛を購入するために高値で仕

入れることになります。仕入れる段階から経費がかかりすぎています。 

 

 町内の牛の価格を安定させるために購入している。新ひだか町の牛が優れてい

るかというとそうではない。和牛センターも自家生産すれば黒字になると思うが、

それをやるべきではないか。努力はいらない、結果が全てです。 
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大野町長 

 

 おっしゃるとおりです。結果を出したいと思います。私も町長になってから 2

年しか経っていませんので、お時間をいただきながら進めていきたいと思います。 

閉会挨拶 大野町長 

 本当にありがとうございました。 

 私もざっくばらんな性格なものですから、このように対面でいろいろなことを

お話しするというのは、本当に参考にもなりますし、そういう気持ちを出してく

れる方がうれしいものですから、これからもお話し合いをしていきたいと思いま

す。 

 少しお話させていただきますと、実は、この 2 年間の間にいろいろと考えてい

ることがございまして、いろいろなことをやっていこうと思いますけれども、急

激にやるとやはりそれなりあつれきが出たり、いろいろな問題が生じて、この病

院と介護の関係についても、去年の秋にこのように町民の皆さまにお知らせして、

議論を進めていきたいということで実施しています、おそらく、やり方としては、

逆のやり方をしているのかもしれません。もっと詰めて最後にこうだと、これで

理解してほしいというやり方と、今回のように方向性を出して皆さんに関心を持

って議論していただく、この２つのやり方があると思いますが、私は後者を選ん

で議論することによって皆さんの関心も高まるし、もっと距離感を縮めたお話し

合いができるのではないかと思っていますので、また機会がありましたらこのよ

うな喧々諤々とした議論を進めていきたいと思いますので、ご協力をお願いした

いと思います。何とか良い町をつくるために頑張っているところでございますの

で、役場の職員が近くに寄って行ったら、決して大きな声で怒鳴らずに、ご苦労

さんという声をかけていただければと思います。 

 どうもありがとうございました。 

閉  会 20:13  終了 

 


